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熱剛性解析モデルの対象として⼩型NC旋盤の⼯具インデックス・ユニットを取り上げた。このインデックス・ユニットを熱絶縁して定盤上に固定し、電気ヒ-タ-で加熱し
ながら温度分布と3点の変位を測定した。⼀⽅、有限要素法単独でこのユニットの静剛性解析を⾏うと共に相反定理と有限要素法を併⽤して、測定した温度分布と特定点(測
定点)における変位からこのユニットの変形パタ-ンを求めた。次いでこれら両パタ-ンの相違点が無くなるように解析モデルを修正する⼿法を確⽴した。次に同じ⼿法をこ
の旋盤のベッド及び主軸頭にも適⽤して解析モデルを改良した。 
最後にこれらの改良された構造要素を計算機上で組み⽴てた旋盤全体の構造モデルに対して、主軸受けや⼯具インデックス・ユニット、強電盤などの⾃⼰発熱に原因する構
造各部の温度上昇と変形量、同じく旋盤の置かれている環境の温度変化に原因する旋盤の温度分布の変化と変形量を計算した。実験値との照合は切削した⼯作物の⼨法精度
の変化と対応させるために、旋盤全体の解析モデル上での⼯具と⼯作物(主軸)中⼼線との相対位置の変化を算出して⾏い、この⼿法が実⽤上⼗分な精度を持っていることを
確認した。 
発熱量の同定や熱変形パタ-ンの⼗分な精度での測定が困難な為に、従来、熱剛性解析モデルは改良が難しかったので、所望の精度の解析モデルを得ることが困難であった
が、容易に⾼い精度の得られる静剛性のデ-タを⽤いる本⼿法の導⼊によって、解析モデルの精度を⾶躍的に⾼めることができる。また、あわせて開発した⼯具と⼯作物間
の相対変位を算出するプログラムによって、各温度要因の⼯作精度への寄与率が明らかになり、より⼯作精度安定性の⾼い、合理的に熱剛性の⾼い設計を得るための指針を
得ることができる。
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